






















以上から、 BGC社及びイクヨ社の間には、 A社及びa氏を介した人的関係が存在する

と考えるのが合理的であり、これによっても本特定株主らの間には意思連絡が容易とな

るような関係が存在していたといえる（本認定基準 9、12、13)。

なお、 BGC社の青柳氏とイクヨ社の孫氏の間には、 b氏を介した人的関係が存在して

いた可能性もある。すなわち、 b氏は、孫氏と 2人で D法人の理事を務めており、少なく

とも b氏と孫氏との間には、意思連絡が容易となるような人的関係が存在していると考

えられる。他方、青柳氏は、ワイエスフード株式会社の 2023年 6月26日開催の定時株

主総会における株主提案に際し、自身の株主提案への賛成を求めて同社の大株主に説明

に回っていたと報じられているところ、当時、 b氏は 第1位株主であり、か
つ、同氏の提出した大量保有報告書から同氏の連絡先を確認可能だったことからすれば、

青柳氏が自身の株主提案への賛同を得るために b氏に接触し又は少なくとも接触を試み

た可能性は相応に高いと考えられる。さらに、 b氏は、少なくとも 2026年3月31日及び

同年 8月 13日の時点で当社株式を保有している株主でもある。以上から、 BGC社及びイ

クヨ社の間には、 b氏を介した人的関係が存在している可能性も存する（本認定基準 9、

13)。もっとも、上記のとおり、本特定株主らの人的関係については、 b氏を介した人的

関係の可能性を捨象しても、他の証拠関係から十分に認定可能であると考えられる。

III.本特定株主らによる当社に対する株主権行使の同調の程度及び当社の事業や経営方針

に関する言動等の類似性（本認定基準 10、11)

1. 当社に対してイクヨ社役職員を当社役員として選任することを含む提案を行うことに

関する連絡・協議

上記II.Iのとおり、 2026年4月中旬頃、 BGC社が、イクヨ社に対し、当社の企業価値

向上のためには経営体制の刷新が必要であり、自動車部品分野で実績を有するイク ヨ社

の経営陣を当社取締役として招聘することが有益である 旨を連絡し、本特定株主らの間

で本協議が行われた。本協議においては、イクヨ社から BGC社に対し、イクヨ社が同社

役職員を当社役員候補者として提案することを検討していることが伝えられた。また、

BGC社は、本協議において、イ クヨ社から候補者の情報提供を受けるとともに、候補者

の就任意向等について確認を行った。

この点、イクヨ社は、 BGC社に対して候補者に関する情報を提供した事実、 BGC社か

らイクヨ社又はイクヨ社の役職員に対して当社役員就任の打診等がなされた事実はいず

れも存在せず、各候補者が BGC社の提案に係る候補者として当社役員に就任することを

承諾した事実もない旨回答する 480 

しかし、イクヨ社が BGC社に対して候補者に関する情報を提供した事実がないとの点

は、本協議において、イクヨ社から候補者の情報提供を受けるとともに、候補者の就任意

48イクヨ社2026年7月27日付回答書②及び同日付回答書③。
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